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福島地方における幼児の実態（第二報）

体位と体力について

福島大 教育　　 辻　　 英 子

青少年の体位向上 の過速化現象 に対し て体力 が伴

わないこと が最近問題視 されてい るが，幼 児につい ては

体位のみ が云々され てい るこ とが多い ように思われる。

そこで当地方幼児 の体力 の実態 を把握し，体 位との関係

を明かにし て幼児保育の手 がか りとす ることを目的 とし

た。

2. 福島市内 と近郊町村 の翌春 就学保育所 幼児88名を

対象とし, 昭和40年５月定期身体検査時に体位 を測定し ，

体力は同年５月以降 ６月 までの間 に児童 母性 研究会案 に

よ り測定を試 みた。
な お ， を実施し，食 事

に関す るアン ケート等も求 めて，対象二 保育所 幼児の精

神発達お よび食生活 の状況 がほぼ平均， 等質的 であるこ

とを確か めた。

3. 体位につい ては全国標準に くらべ， また平田式 の

相対的体格点 によっても極 めて良好 なこ とが明かである

が，体力については児童母性研究会 の成績 に比し劣 る項

目 が多 く，体位の ような優位は みられ なかった。 また;

身長，体重 と体力測定項 目との間には高い 相関を示 すも

のはな く，体位総合 と体力 総合（6 種 の運動項目）間に

も相関はな く，対象幼児 に表 われた限りでは体位と運動

能力 との関 係はあ まりなく，体力（ 運動能力 ）を左右ナ

る要因 とし て,環境や練習効果 が大 きい ように思われた。


